
J決後に専念させるという健康上の保護と， 反国人II~巡周の適正

をはかるため， 勤務上の措置として休戦(または復職)の制度が

段けられている。

休職判定委A会は，この制度の正確かつ合理的な巡用をはか

るため， 休復職の適否を医学的に解明して，問。定上の 2iS礎資料

を発令権者に総出する任務をも っている。

現在判定委A会の設置はとくに結核と:Ií'伸11病を対象にとり上

げているが，その理由は国鉄には早くから結核に対する健康管

理が行われ，騒力その発病防止に力を注いできたにもかかわら

ず， なおぼう大な患者をかかえている状態で，しかもその大部

分が長期休授を必姿とする者である。これら結篠症の判定の適

否いかんが，業務能率の面に影響するところがきわめて大きい

ので，休復職の問題は慎重に取扱わなければならないところか

ら，結核専門医を集めて合談判定を行うことにしたのである。

つぎに精神病であるが， 国鉄職員中いわゆる精神病で休養ま

たは休職しているものは，結核に比較して非常に少ないが， 勤

務を休まない程度の軽症者は， 相当多 く 潜在しているものとみ

なければならない。いちがいに精神病といっても，病類や程度

が区々であり ， 鎮静時は常人と変らないもの，長期にわたり微

細に観察しないとわからないもの等もあ っ て，診断はきわめて

彼雑かつ閤燥が伴な うのが常態であるので，国鉄はその業務の

公共性にかんがみて，と くに精神病についても ， 結伎と同様に

祭民会の制度を採用したわけである。
.

委員会は結核については鉄道管理局，精神病については大学

所在地の鉄道管理局を主体として設置される 。

なお委員の4411成は結核については，直営の医師 2 名および部

外医師 1 名の専門医を， また精神病については，直営の医師 1

名および郎外司j 門医 2 名(判定上の必裂でさらに主治医をこの

HHこ方11える)を鉄道管理局長がそれぞれ指定または委嘱して

いる。(木村斗 *Ii~)

き ゅ うすいかねっそうち 給水加熱装置 (蒸気後関車の)

(英) feed waler heating equipment ~熱を利用してポイラ

への給水を加熱する装置で *ポイラ給水装置の一部て'ある。 廃

熱としては燃焼ガスまたはγ リ γ ダ排気などを利用するが，一

般に多く用いられているのは γ リンダ排気の一部を利用する給

きゅう すいか

水加熱装健で，燃料の節約となり ， ポイラの蒸発力を橋大し，

かつポイラの保守上もよいのである。燃焼ガスを利用するもの

は煙室内に装備し，給水温度を高め得るが，飯室内では装置tの

やっかいなこと，装tllに灰や煙中のタ ー んなどが付着するなど

の欠点がある。 最近ドイツ ではイタリアのパテソトで， 燃焼ガ

スをポイラ JI問外下部で台わく 中間の加熱総に導くものがあり ，

これは給水視l交が高いので給水処理効果が大であり，燃料も節

約しているとしづ。以下シリンダ排気利用のものについて述べ

る。

ーンリ γ ダ排気利用の給水加熱装債には加熱線に密閉式と開放

式がある。 密閉式給水加熱装置には給水ポソプによるウエヤ一

式， クノーノレ式， 国鉄木庁式，イソセ・クタによる震見式がある 。

給水ポ γ プまたはイ γゼクタの繰出管に加熱総を日iiえ ， 給水は

排気の熱によ って加熱されポイラに送り込まれる。彼|羽式は給

水温度を 100' C 以上にも高め得る利援があるが，給水加熱採は

高圧を受けるので~'hJ:Eにもとづく故障が起るわけである。

開放式給水加熱装置は加熱タ γp を備え ， 排気によ って タ γ

F 内の水を加熱し，これを給水ポ γプによって吸込みポイラに

送り込む。 加熱タンクは大気に開放されているので開放式と材、

し，排気を直接タ γ p 内に吹き込む混和式(直接式)とタ /!l

内に細管を通し，その中を排気がとおる とき外周の水を加熱す

る細管式(間接式)がある。 この式では 給水ポンプは加熱タ γ

クから温水を吸込むので，冷水を吸込む密閉式に比してポンプ

の効率は低くなるのと，開放式であるから 1 00 ' C 以上になると

沸臆して気水を外部に噴出するので，附迭と取扱いがもお閉式に

比して m維となるが， ì昆和式では排気を復*して回収する利益

がある。住山式，ウオ--//ト γ式は開放式中の混和1式(直接

式) ，図鉄本庁制|管式は 1)日放式中の細管式(間接式) である。

国鉄で広 〈 後l刻111に装備している加熱待は笥|羽式(国鉄本w

式といわれている)である。これは上記諸形式の優劣について

大正末年詳細な比較試験を施行し，取扱保守の点も考えて採用

しているのである。その構造は図 1 のとおりで，加熱滞納(1)

は鏡板製で， 両端にフラ Y ク(1 8 ・ 19 ) を溶接し，一方はふた (7)

で密閉する。他方よ り加熱管 (6) 管板 (4 ・ 5) ふた (2 ・ 3) などを組

立てたものを入れて管板 (5) をフ ラ ンジ(1 8) に締付ける。この

問欽本庁式給水加 熱量号
内部にシリンダおよひ:~11ì

助般の排気を滋入して加

熱管 (6) を外部から温め

る。加熱管 (6) は銅竹で

両端を管板 (4 ・ 5) にエキ

スパ γ ドして取付ける。

管板 (4) はすべり台 (16)

の上にの り胴内上2幹部に

設けた 3 簡の jl\1え líね

(17) て'抑えており ， 加熱

管の温度差による仲総に

対しては自由にすべり得

るようになっている。ふ

た (2) は鈴銅製で管板 (5)

の外国に取付け，内部は

リプによ って 3 室 (a.c . e)

に分割される。ふた (3)

も鋳銅製で管板 (4) と組

合せた内部は 2 室 (b. d) 

照号 名 称、 照号
1 加熱器胴 11 
2 加熱器フ タ 12 
3 加管管熱板器板フタ 13 
4 14 
5 15 
6 加熱管 16 
7 加熱器7? 17 
8 加熱器フタオオ イ 18 
9 加熱器フタオオ イ A 
10 ガ ス ケ ッ ト B 

名 称
:1/ スケッ ト

11' スケッ ト

蒸水張気1口~入 口
ド ν ン管
ス ペ リ台
押エバオ、
加熱器腕フランジ
シ リ ンダ排気淑入口
補助機排気取入口
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に分割される。給水ポγ

プから繰出された水は噂




